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The Selected Bibliographical Guide for Teachers of English (6)
KASHIMA Takumi, KAWASHIMA Hirokatsu
FUJIUCHI Norimitsu, HARADA Yoriko
FUJIWARA Kazumasa
Abstract
 In what follows we offer the sixth bibliographical guide of five basic books for teachers of English.  The first 
book is selected from Children’s Literature, which is the winner of the Newbery Medal.  The second one is 
selected from the field of pedagogy, especially from phonology.  The third and fourth ones are chosen from 
English linguistics and the theory of language acquisition. The fifth one belongs to the psychology dealing with 
bullying issues.
1. 『Holes』　　　　　　　　　　　　　 KASHIMA Takumi
2． 『英語音声教育実践と音声学・音韻論　効果的で豊かな発音の学びを目指して』
 　　　　　　　　　　　　　　　　　 KAWASHIMA Hirokatsu
3． 『Lectures on Government and Binding』  FUJIUCHI Norimitsu
4． 『ことばの発達の謎を解く』　　　　　 HARADA Yoriko





















3． 半分ほど読み進んだところで主人公スタンリー・イェルナッツ（Stanley Yelnats IV）の精神、肉体
的に説明している部分をpick upしてレポートを書く。
4．全体のplot chartを作りレポートを作成する。
5． Holes から読み取れる情報（たとえば、Jim Crow Law, たまねぎ売りの男のサム、脱水症状など）を
一つ選び、選んだ topic に関連する情報を新聞などから二つ探し、エッセイを書く。（その際、次の
三点に注意して書く。1. Summary of Information, 2. How Your Topic Is Related to Holes, 3. Personal Re-








　 　主人公スタンリー・イェルナッツ (Stanley Yelnats IV) はついてないのです。学校ではいじめられ
ているのです。（Derrick Dunneという小柄な男の子にいじめられていると言っても、先生は信じて
くれません。スタンリーはちょっと太りすぎの男の子なのです。その所為で、数学のBell先生にも
教室で恥ずかしい目にあわされます。）でも、明るいのです。お父さん (Stanley Yelnats III) は発明家
です。発明家には、「1．頭のよさ　2．根気　3．ちょびっとの幸運」の３つが必要なのですが、一
つ欠けているので、実験も上手くいきません。おじいさん (Stanley Yelnats II) も一緒に住んでいま
































にAdam of the Road （『旅の子アダム』）で受賞したElizabeth Gray Vining（1902−1999）という女流作家
をご存じだろうか。日本では「ヴァイニング夫人」として知られている。今上天皇が皇太子時代の1946
年10月から1950年10月まで家庭教師をしていた人物である。（その時の経験は、Windows for the Crown 
Prince 『皇太子の窓』として出版されている。）2002年にはリンダ・スー・パーク (Linda Sue Park 1960
−　) のA Single Shard （『モギ−小さな焼きもの師』）が選ばれた。物語の舞台は、12世紀後半の韓国、
チュルポという町である。2011年のニューベリー賞佳作には、マーギ・プレウス (Margi Preus, her year 







ス・サッカーはSmall Steps（『歩く』）を書いた。最新作は、2015年に書いたFuzzy Mud （『泥』）である。
　さて、この稿を締めくくりにあたり問題を一つ。Theodore Johnson (Armpit)はCamp Green Lakeを出





　次の五つが答えなのだが、その通りになったのかどうかは是非 Small Steps を読んで頂きたい。しか
し、Armpit （「脇の下」）って変なあだ名ですね。なぜこんなあだ名がついたのかも同書に書いてある
ので、見逃してはだめですよ。
　問の答：Theodore Johnson’s five small steps.
　　1. Graduate from high school.
　　2. Get a job.
　　3. Save his money.
　　4. Avoid situations that might turn violent.








































































































3．Noam Chomsky：Lectures on Government and Binding　The Pisa Lectures
　出版社：Mouton De Gruyter　1993年　ISBN 978-3-11-014131-3










a. This is the book which I bought [e] yesterday.
b. I persuaded John [ [e] to tell me the truth.]
c. John seems [ [e] to be interested in Japan.]
の３つの文にそれぞれ空所があることは理解が出来ると思われるが、(1a)で関係代名詞が空所の位置
から移動することはwh移動変形規則で説明できても、(1b)と (1c)をNP繰り上げ変形規則で説明する








































































 expected [that himselfi would win.]
*Johni






b. I persuaded John [ [e] to tell me the truth.]
c. John seems [ [e] to be interested in Japan.]
は、従来の理論では説明の必要がないか説明が出来ない。例文bでは、標準理論では不定詞の主語は
語彙挿入されない空所のままで説明が必要なかった。この位置から Iや Johnが繰り上げ移動しないこ
とは、persuadeの厳密下位範疇化素性を [__ NP S]と仮定すれば説明できようが、空所の説明にはなっ
ていない。これは完全解釈の原理に反する。例文cも、seemsの本来の主語は [ John to be interested in 
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Japan]であり、それが右方移動で [e] seems [ John to be interested in Japan]が派生され、そこから Johnが
さらに移動する変形を仮定できるが、前述の右方移動が繰り上げであれば Johnは繰り下げ、Johnを繰









Chomsky(1957), Syntactic Structures, Mouton de Gruyter
Chomsky(1965), Aspects of the Theory of Syntax, MIT
Chomsky(1970), “Remarks of nominalization”, in Jacobs and Rosenbaum (eds.)(1973), 232-86
Chomsky(1980b), “On binding,” Linguistic Inquiry 11, 1-46
4．今井むつみ著：　『ことばの発達の謎を解く』　













　日本人は [l] [r] の区別が難しいという事実はよく知られているが、その理由は既に母語である日本
語の音素体系を獲得してしまっており、日本語の音素体系の中で区別されない言語音の物理的な違い
には、注意を向けなくなる結果、区別が難しくなるとされている。従って、母語の獲得過程にある幼
児期は、大人よりも人の発音器官が作り出す物理的な音の違いに非常に敏感に気づくとされている。
　赤ちゃんは成長と共に多くの単語を耳にするが、ただ聞いているだけではなく、耳に入る言語音の
中に共通性がないかを探し（これを無意識にしているという点が驚きであるが）、同時にある音の塊が
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長　崎　外　大　論　叢 第22号
どれくらい頻繁に出てくるか、ある音の次にはどのような音が来る傾向があるかを、検出しているそ
うである。そこで、新しい言葉を聞いた時には、その音のつながりをもとに、自分が覚えている音と
新しい音の類似性を見つけ、自分の頭の中にある言語音の知識と関連付けて記憶していくそうである。
またそこから、その音のつながりをもとに、単なる言語音を単語として認識するようになる。つまり、
前提となる知識が全くない状態から、言語音を分析し、その傾向の中から単語を見つけ出す、という
作業を行っていることになる。人間が発する言語自体は線状的なものであり、特に音声として発せら
れる場合は単語の区切りは明確に示されるわけではない。それにもかかわらず、聞こえてくる言語音
をもとに、分析をして、単語を見つけ出している（正しく単語を見つけられるようになるには、試行
錯誤の時期があるそうだが）ことから、幼児期から人間が高度に知的な活動をしていることが理解で
きる。
　そのように、音のつながりから、単語を探し出し、単語を記憶していくが、その過程でも様々な知
的活動が行われていることが明らかにされている。具体的には、単語を手掛かりに自分が覚えた単語
との類似性を見つけ出そうとする傾向があることが明らかになっている。対象物に類似性が見られる
場合、それを同じカテゴリーとして認識する。本書では、三日月、満月、クロワッサン、丸い壁時計、
半分に切ったグレープフルーツ、輪切りのレモン、牛の角、さやえんどうを「おつきさま」と呼んで
いた例が紹介されている。
　しかし、例えばミルクの入ったコップを指さして、お母さんが「これがコップよ」といった場合、
まだ最初の段階では、お母さんの言った「コップ」という言葉が、容器をさしているのか、容器の中
にある内容物を指しているのかは、子供にとって明確ではない。父親が長期出張で家を留守にした際、
母親が父親の写った写真を指して「パパよ」と教えたところ、子供が写真のことを「パパ」と呼んで
いたという例が紹介されているが、指差し（もしくは言葉による指示）だけで具体的に何を指してい
るかを判断することは、知識を持たない子供にとってはあまりに多くの解釈の可能性を含んでいる。
　また、ミルクの入ったコップを指して「これがコップよ」と言われた場合、容器の名前が「コップ」
だとわかったとしても、歯磨きをするときに使うコップも、同じ「コップ」というカテゴリーに入る
という理解できるとは限らず、また子供が使うようなプラスチックのコップとアメリカ人が使うよう
な巨大なマグカップを同じものとして認識する可能性もある。
　本書の説明によると、そこには当然ながら様々な試行錯誤が存在する。
　音声から単語として区切られた言葉は、最初は状況の中で理解されるそうである。従って、食事の
時に使うコップはコップであっても、歯磨きの時に使うコップは別のものとして認識することがある。
しかし、生活の中で取っ手の付いた容器、例えばスープに使う浅めのカップや、コーヒーを飲むとき
に使う深いカップ、ビールを飲むときに使うビールジョッキなど、様々な同形のものに接する中で、
どこまでがコップでどこからがコップに含まれないかを探すようになるそうである。これは、今まで
食事や歯磨きなどのように状況の中で覚えてきた単語を、状況から切り離し「コップ」と名付けた対
象そのものを分類することで、「コップ」という単語の意味として理解できるようになるとしている。
つまりどのような差異で「コップ」が表す範囲を決めればよいかを、大人の言葉の使い方を観察し、
試行錯誤しながら「コップ」の意味を探している（一般化している）ことになる。このような試行錯
誤は数か月間続き、２歳ごろまでにはそのような間違いは減ると言われている。
　またこの試行錯誤の段階で、様々な傾向があることが指摘されている。特に興味を引いたのが、単
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語を見つける際（身の回りの事象に名前があることを学ぶ際）、動きよりも、物に注意が行きやすく、
知らない言葉を聞いた時、それは動作の名前と思わずに、まず物の名前だと思う傾向がある点である。
例えば、バスを待っていて「あ、来た！」と大人が指さした場合、バスが「来た」という名前だと勘
違いすることも往々にしてあるということになる。また同じカテゴリーに属するものと、異なるカテ
ゴリーに属する者の線引きをどこで見出すかは、色や大きさではなく、形状により区別することが、
本書の実験の結果から明らかになっている。これらの事実を踏まえると、境界が明確で個体性のある、
形が明確なものに目が行きやすく、形のない動きや色などは視覚的に具体的な形として捉えにくいの
ではないかと考えることができ、さらにこれは名詞、動詞、形容詞といった品詞のカテゴリーと類似
しているということができる。
　このように類似性の発見を通して、子供は大量の単語を分類し、体系づけながら覚えていくことに
なる。初めて聞く言葉の意味を既に知っている他の単語から推測し、その言葉と類似する言葉をどの
範囲まで使うことができるのか、ほかの言葉では使えないのか（例えばどこまでを「コップ」と呼ぶ
ことができ、どこからの容器を「コップ」とは呼べないのか）を学び、「コップ」という単語の意味を
理解していくことになる。
　続いて本書の中では個体性を持つ名詞に続き、動詞、位置関係など空間に関わる単語の獲得につい
ても、興味深い実験結果を紹介している。動詞の場合、名詞のように形がはっきりしたものではない
ため、名詞とはまた異なる試行錯誤のプロセスがある。
　本書ではdrinkの例が使われており、日本語の場合「飲む」ことができる対象が、コーヒーや水、お
茶だけでなく、薬を「飲んだ」り、唾を「飲む」こともある。しかし英語のdrinkはスープには使え
ず、薬も takeか swallowを使う。そうすると、「飲む」とdrinkは違う意味を持つ動詞になり、「飲む」
が比較的広い範囲で使えるのに対して、drinkは比較的狭く、液体の時に使うことはできるが、スープ
などのように咀嚼しなければいけないものは、eatを使わなくてはならない。このような動詞の使用範
囲も、生まれてすぐのころから理解できるわけではなく、色々な事例に当たりながら、「飲む」の表す
範囲を類推しながら、理解していくことになる。ただし、いったんその意味範囲を表す区別の仕方が
身についてしまうとその区別に対して無自覚になるため、あたかも生得的に見えてしまうことがある。
　このように、動詞は、特に日本語の場合は、目的語（動作の対象になるものがないか）や助詞が大
きな役割を果たすと考えられている。ただし、ある動きに名前があることが分かっても、その動詞を
別の状況でも正しく使えなければ、「言葉の意味」を理解したとはいえない。意味を理解するために
は、自分の母語が様々な動作をどのような基準で区別しているのかを学習する必要がある。つまり、
動詞単体で意味が理解できるわけではなく、類似した意味の動作との類似性と差異を知って、それら
の動詞との意味的関係を理解して初めて、その動詞を正しく使えるようになる。
　このような人間の言語獲得のプロセスには、発見、創造、修正のプロセスがある。単語の意味を理
解するプロセスに共通していることは、蓄積（記憶した）単語から類似性を探し出し、どの単語とど
の単語が同じカテゴリーに属するのか、またどの単語が異なるカテゴリーに属するかを、大人がどの
ように言葉を使っているかをもとに、単語の「意味」を理解する。このように、規則性を見出し、規
則を応用しながら、新しい概念を表す言葉を創造することで理解した規則性の正確さを試し、時には
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大人の使い方を観察しながら規則を修正し、言語システムを身につけていく過程は、科学的考察と類
似していることが、最後のセクションで説明されている。個人的には、この言語を獲得することで思
考方法を身につけることが、科学者が物事の類似性をもとにモデルを作り理論を組み立てることと類
似しているという部分の説明は、本書の中で最も興味深かった。
　言語と思考の関連について、これまで人類学的に論じられることはあるものの、実際の言語を用い
た実験の結果から、その関連性を導き出したものはあまり多くなかった。区別や差異といった用語は
ソシュールの時代から論じられ、単語（記号）はそれ自体では意味をなさず、他の単語（記号）との
意味の違いから、具体的な意味（もしくは意味範囲）が示されることは指摘されてきた（メルロ=ポ
ンティ『意識と言語の獲得』参照）。研究者が漠然と理解してきたこれらのことを、実験結果を通して
示し、科学や学問のような高度な思考が、実は言葉の学習の延長線上に存在するものだという事実を
明確に示した点においても、本書は一読に値すると思われる。本書の知見をもとに、これらの傾向が
言語にどのような形で表れているかを明らかにすることも、言語研究上重要であり、ここから得られ
た知見を外国語教育にどのように活かしていくかも重要な課題であると思われる。
5．河村茂雄・武蔵由佳・苅間澤勇人・水谷明弘著『組織で支え合う！学級担任のいじめ対策』
　 出版社：図書文化社　2016年　93ページ　ISBN:978-4-8100-6677-7
　学校でのいじめ問題が深刻化している。文部科学省（2017）によると、いじめの発生認知件数は減
少傾向にあったが、2015年度より増加傾向に転じ、2016年度では過去最多の発生認知件数になったこ
とを報告している。いじめ問題に対してはこれまでも、いじめ防止対策推進法（文部科学省、2013）
の公布や、道徳教育の重要性が指摘される （教育再生実行会議、2013）など、国としてもいじめ防止
を意図した対策を提言している。それらを受けて、学校現場では様々な対応が実施されてきたと推察
される。その一方で、文部科学省（2017）の調査結果に鑑みると、その対応に苦慮している現状もあ
ることが予想される。
　このような現状を受けて、本書では、「校内組織」、「質問紙調査の活用」、「学級集団環境」に着目
し、いじめ対策について論じられている。具体的な構成は次の通りである。
第１章　いじめ対策はトータルな取組みである
第２章　校内組織のチェックポイント
第３章　早期発見のチェックポイント
第４章　いじめを生まない環境づくりのチェックポイント
以下、各章について紹介する。
　第１章では、教師はいじめに気がつきにくく、その理由として「実際に気がつかない」、「見ていて
もいじめと認識ができない」場合があることを指摘している。そのため、いじめ対策の前提として学
校内の教職員間で、「いじめの解釈は複数の者で組織的に行う」、「初期対応から校内組織のリードのも
とで行う」ことを共通理解する必要性があるとしている。
　この前提を踏まえた上で、早期発見・早期対応の手がかりとしやすい、いじめの様態について「人
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間関係の軋轢」タイプ、「遊び」タイプ、「非行」タイプに着目し、それぞれの特徴について解説して
いる。
・「人間関係の軋轢」タイプ
　原因・実態学校生活における人間関係の摩擦
　被害を受けやすい子ども同じ相手と繰り返しトラブルが生じている子どもなど
・「遊び」タイプ
　原因・実態「嫌なあだ名で呼ぶ」など、からかいが発端となることが多い
　被害を受けやすい子ども 複数の子どもにからかわれている、グループ内で使い走りのようになっ
ている子ども
・「非行」タイプ
　原因・実態暴力や恐喝、徹底した仲間外しなど
　被害を受けやすい子どもグループ内で限度を超えた悪ふざけを受けている子どもなど
　そして、いじめ対策を実施する上で、「校内組織の取組み」、「早期発見の取組み」、「いじめを生まな
い環境づくり」がポイントであり、これらの骨子は以下の通りである。
「校内組織の取組み」
　・子ども個人と学級集団の状態をアセスメントするための共通指標を設定する
　・学級経営の目的やその方法論、子どもへの対応の原則を教職員全体で共有する
　・気になる子どもの状況、学級集団づくりの取り組み方について、学年団なで定期的に話す
「早期発見の取組み」
　・子どもの行動観察はみるべきポイントを定めておく
　・定期的な個別面接や、気になる子どもと意図的な会話を行う
　・質問紙調査を定期的に実施する
「いじめを生まない環境づくり」
　・学級集団を規律と親和的な雰囲気のある集団に育成する
　・学級集団の状態を把握して、いじめに対して先手を打つ
　・いじめの様態、加害者、被害者の心理についての心理教育を定期的に行う
　これらの詳細について、第２章から第４章で紹介している。なお、以下では各章の骨子のみを紹介
することとする。
　第２章では、校内組織の取組みとして、「学級担任の取組み」、「学級担任を支える取組み」、「教職員
の人間関係作り」、「教職員研修の必要性」が重要であることを指摘している。また、いじめと疑われ
る事象が報告された場合、「いじめかどうかの仮判断」、「事実確認のための聞き取り」、「被害者の安全
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確保と情報提供者の保護」、「加害者及び学年・学級集団への継続的な指導」が組織的対応の基本的な
流れとなると紹介している。なお、いじめの解決では、事実関係を調査し、被害者と加害者、双方の
保護者に、学校が毅然として、公平かつ公正に一貫性をもった態度でいじめの解決に取り組んでいる
ことを理解してもらうことが重要であると指摘している。
　第３章では、早期発見の取組みとして、質問紙調査（Q-U）を用いた方法を紹介している。その内
容として、まず、いじめ被害を問う質問項目に対する子どもの回答を確認することが前提になると指
摘している。その上で、学校不適応が疑われる子どもの回答結果の詳細を確認し、なるべく早めに個
別面接を実施し、面接では気になる点などの情報収集だけではなく、子どもの承認感を高めるような
メッセージを送ることが重要であるとしている。またこの他にも、質問紙調査の結果の活用方法につ
いて、学級担任、学年、学校全体、ごとに紹介している。
　第４章では、いじめを生まない環境づくりとして、規律と親和的な雰囲気のある学級集団では、い
じめの発生率が低いため、このような学級手段の育成が求められると指摘している。その一方で、規
律が重視されている学級集団では「学級内の地位が低く見られている子どもがいじめ被害者になる可
能性がある」、親和的な雰囲気が重視されている学級集団では「仲が良さそうに見える小グループ内
で、特定の子どもが他の子どもから継続的にいじめられている」、「小グループのリーダー的な子ども
が、他のグループの子どもから攻撃されている」といった注意点を示している。さらに、規律も親和
的な雰囲気もあまりない学級集団では、「いじめのターゲットが次々と変わる関係性攻撃のいじめ」が
起こりやすいため、抜本的な解決策が必要であると指摘している。その上で、心理教育を実施する上
でのポイントを紹介している。
　いじめの様態として、暴力や悪口を言うなどの気がつきやすいものもあれば、SNSなどインターネ
ット上での攻撃など、いじめを発見することが難しいものがあるだろう。そのような状況の中で、い
じめ対策を学級担任一人で行うことには限界があり、学校組織対応が求められていることを本書は示
唆している。本稿では紹介できなかったが、本書の各章にはより具体的ないじめ対策のあり方が紹介
されており、示唆に富んだ内容となっているため、一読することをお勧めしたい。
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